
　
中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市

な
ど
で
、
昨
年
12
月
以
降
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
肺
炎
の
発

生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
病
す

る
と
、
発
熱
、
咳
な
ど
の
呼
吸
器
症

状
な
ど
が
あ
り
、
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
は
重
症
化
す
る
場
合
も

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で

も
関
連
し
た
肺
炎
の
患
者
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
武
漢
市
か

▽
市
民
企
画
講
座
﹁
子
育
て
講
座
　

　
〜
子
ど
も
は
、
の
び
の
び
、
元
気
、

　
笑
顔
が
一
番
〜
す
こ
や
か
な
成
長

　
の
ポ
イ
ン
ト
は
？
﹂

　●

日
時
…
３
月
20
日
㈮
　
午
前
10
時

　
〜
正
午
　

　●

場
所
…
中
央
公
民
館
　

　●

内
容
…
先
生
の
お
話
︵
子
ど
も
た

　
ち
の
実
態
、
原
因
・
解
決
方
法
な

　
ど
︶
、
質
問
・
相
談
な
ど

　●

講
師
…
野
井
真
吾
さ
ん
︵
日
本
体

　
育
大
学
教
授
︶

　●

対
象
…
市
民
の
方

　●

定
員
…
60
人
︵
申
込
み
順
︶

※
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
あ
り
︵
事
前
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︶

　●

費
用
…
無
料

　●

そ
の
他
　
内
容
の
問
合
せ
［
子
ど

　
も
・
子
育
て
の
会
　
足
立
︵
☎
５

　
９
６
･

６
１
４
３
︶
、
矢
澤
︵
☎

　
５
５
９
・
５
０
９
０
︶
］

　●

申
込
み
方
法
…
２
月
17
日
㈪
か
ら

　
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

ら
帰
国
・
入
国
さ
れ
た
方
な
ど
で
、

発
熱
や
咳
等
の
症
状
に
よ
り
医
療
機

関
へ
受
診
を
予
定
し
て
い
る
方
は
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　●

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
事
前

　
に
保
健
所
に
連
絡
の
上
、
受
診
し

　
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　●

受
診
の
際
は
、
武
漢
市
の
滞
在
歴

　
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
申
し
出
て

　
く
だ
さ
い
。

　●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　
関
わ
る
電
話
相
談
窓
口
…
感
染
の

　
予
防
に
関
す
る
こ
と
、
心
配
な
症

　
状
が
出
た
と
き
の
対
応
、
新
型
コ

　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

　
相
談

＊
電
話
番
号
…
03
・
５
３
２
０
・
４

　
５
０
９
︵
午
前
９
時
〜
午
後
９

　
時

▽
あ
き
る
野
市
文
化
団
体
連
盟
主
催

　
﹁
小
学
生
囲
碁
教
室
﹂
　
囲
碁
の

　
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

　
め
、
秋
川
囲
碁
連
盟
と
協
力
し
て

　
開
催
し
ま
す
。
囲
碁
の
ル
ー
ル
と

　
マ
ナ
ー
か
ら
対
局
ま
で
初
歩
か
ら

　
学
べ
ま
す
。

　●

日
時
…
４
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
・

　
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日
㈯
・
26

　
日
㈰
、
５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
・

　
16
日
㈯
・
17
日
㈰
　
午
前
９
時
30

　
分
〜
11
時
30
分
︵
全
10
回
︶

　●

場
所
…
中
央
公
民
館

　●

講
師
…
秋
川
囲
碁
連
盟

　●

対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
校
２
年

　
生
か
ら
６
年
生
ま
で
︵
親
子
参
加

　
歓
迎
︶

　●

定
員
…
30
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

費
用
…
５
０
０
円

　●

申
込
み
…
中
澤
︵
☎
０
９
０
・
９

　
１
４
４
・
９
３
２
５
︶

　●

流
水
と
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
を
頻

　
繁
に
行
い
、
外
出
し
た
後
な
ど
、

　
口
や
鼻
、
目
等
に
触
る
前
に
手
洗

　
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　●

咳
を
す
る
場
合
は
口
や
鼻
を
テ
ィ

　
ッ
シ
ュ
で
覆
う
等
の
咳
エ
チ
ケ
ッ

　
ト
を
行
い
、
周
り
の
人
へ
の
感
染

　
を
予
防
す
る
た
め
、
マ
ス
ク
を
着

　
用
し
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
は
避

　
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
　
健
康
課
予
防
推
進
係

　
︵
直
通
５
５
８
・
１
１
９
１
︶

　
地
域
と
行
政
の
協
働
や
世
代
を
超

え
た
絆
を
深
め
る
活
動
な
ど
の
事
例

か
ら
、
地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
生
涯
学
習
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
と
考
え
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
７
日
㈯
　
午
後
１
時

　
〜
４
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
ル

　
ピ
ア
ホ
ー
ル

▽
テ
ー
マ
・
講
演
　
﹁
学
ぶ
楽
し
さ

　
を
味
わ
い
、
そ
の
学
び
を
生
活
・

　
地
域
に
活
か
す
﹂
高
齢
者
の
生
き

　
が
い
を
求
め
て
〜
寿
大
学
の
関
わ

　
り
〜
　
宮
﨑
慶
一
さ
ん
︵
あ
き
る

　
野
市
教
育
委
員
会
寿
大
学
学
長
︶

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　●

出
演
パ
ネ
リ
ス
ト
…
久
保
田
武
男

　
さ
ん
︵
日
の
出
太
陽
の
家
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
理
事
長
︶
、
松

　
村
喜
代
子
さ
ん
︵
愛
の
星
合
唱
団

　
代
表
︶
、
小
嶺
博
史
さ
ん
︵
観
光

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
︶

　●

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
有
馬
廣
實

　
さ
ん
︵
拓
殖
大
学
名
誉
教
授
︶

▽
定
員
　
１
５
０
人
︵
当
日
受
付
、

　
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
手
話
通
訳
あ
り

▽
企
画
・
運
営
　
生
涯
学
習
コ
ー
デ

　
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課
生
涯

　
学
習
係
︵
直
通
５
５
８
・
２
４
３

　
８
︶

▽
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
ら
　
イ
ノ

　
シ
シ
は
、
本
来
臆
病
な
動
物
で

　
す
。
人
の
話
し
声
や
物
音
を
聞
く

　
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
逃
げ
て

　
い
き
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
が
逃
げ
な

　
い
場
合
は
、
近
づ
か
ず
、
興
奮
さ

　
せ
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
後
退

　
し
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら
見
え
な
い
場

　
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
絶
対
に

　
刺
激
を
与
え
た
り
、
追
い
払
お
う

　
と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
住
宅
地
に
近
づ
け
な
い
た
め
に
は

　
ご
み
置
場
な
ど
が
え
さ
場
に
な
り

　
ま
す
。
生
ご
み
の
出
し
方
に
は
、

　
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

　
た
、
イ
ノ
シ
シ
は
、
草
む
ら
や
ヤ

　
ブ
の
中
に
隠
れ
て
い
ま
す
。
草
刈

　
り
を
行
い
、
隠
れ
場
所
を
な
く
し

　
ま
し
ょ
う
。

▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
　
市
で
は
、
農
作

　
物
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
東

　
京
都
猟
友
会
五
日
市
地
区
に
委
託

　
し
﹁
銃
器
﹂
﹁
わ
な
﹂
に
よ
る
イ

　
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
を
実
施
し
て

　
い
ま
す
︵
捕
獲
従
事
者
は
オ
レ
ン

　
ジ
系
の
帽
子
、
ベ
ス
ト
と
黄
色
の

　
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
︶
。

▽
問
合
せ
　
農
林
課
農
政
係

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 令和２年（2020年）２月15日　（６）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

生
涯
学
習
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
市
民
と
協
働
で

　
　
　
進
め
る
生
涯
学
習
」

〜
学
び
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
社
会
活
動
〜

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
多
発
し
て
い
ま
す
　
注
意
し
て
く
だ
さ
い

中
央
公
民
館
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

問
合
せ
　
☎
５
５
９
・
１
２
２
１

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく 樹林地をつくる樹林地をつくる
（97）

昨年のシンポジウム昨年のシンポジウム

　東京都は平井川の整備を進めています。

今年度、菅瀬橋付近の護岸土手に管理用通

路が整備されました。この工事の資材置き

場に使っていた市有地を緑地（樹林地）と

して整備しました。この場所は平坦地で、

土質は砂礫、沢庵石のような大きさの石も

混じっていました。さらに、工事車両の転

圧もあり植栽には条件が悪く穴も簡単には

掘れませんでした。悩みましたが、まず、

縦２m×横２m、深さ60cmの植栽桝６か所

を重機で掘削してもらい、客土して植栽基

盤の整備を行い植栽にこぎ着けました。植

栽樹種は、高木のヤマザクラ２本、ヤマボ

ウシ２本、モミジ、イタヤカエデの６本と

林床を構成する中低木のオオムラサキ、ム

ラサキシキブ、ヤマブキ、シモツケ、ガマス

ミです。まだ、植栽直後なので、頼りなく

見えますが、時を経れば自然林に近い姿に

なると期待しています。また、この場所に

は大きな桑の木があります。この桑は、自

然樹形を保った状態で、たくさんの実をつ

けて鳥や小動物の食料供給源になっていま

す。なぜ、桑の木があるのか考えてみると、

江戸時代末期の1859年（安政６年）に横浜港

が開港して蚕種（蚕の卵）や生糸が日本の

主要輸出品目となり、西多摩地域でも羽村

を中心に養蚕が盛んに行われ、人々の生活

を支えていました。蚕は桑の葉を食べて育

つことから、西多摩地域の養蚕が産業化し

た1859年ころから桑の木が増えてきたと考

えられます。この桑の木も当時からあると

すると樹齢160年以上となってしまいます。

その後、1918年（大正７年）ころには、西

多摩地域は日本屈指の生糸産地に成長しま

した。この時代から考えると樹齢102年とな

ります。いずれにしても、この地の養蚕文

化の遺産といえる桑の大木です。

　この緑地が、桑の大木を含めて１つの樹

林地になって、私たちの生活に潤いを与え

るとともに、いろいろな生き物へ餌を供給

する「共存の樹林地」になることを期待し

ています。（杉野）

（以下は広告枠です）

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
対
策
と
同
様
の
感
染
症

　
　
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

せ
っ
け
ん

たくあんいしされき

きゃくど

さんしゅ かいこ

せ
き


